
Title 箱根中央火口丘の森林植生

Author(s) 遠山, 三樹夫; TOHYAMA, Mikio

Citation 北海道大学農学部邦文紀要, 4(1), 7-23

Issue Date 1962-07-10

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/11715

Type departmental bulletin paper

File Information 4(1)_p7-23.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



生植林森の丘口火央中キ艮結

三樹夫*

Forest Vegetation in the Central Cone， Mt. Hakone， 

Central Honshu， J apan 

IlJ 
三三三主

治主

By 

Mikio TOHY AMA 

m)で終り，西斜而において最もよく発達し標高900m附

近迄下降する。北斜面では冠ヶ岳(1360m)を中心に見ら

1.概況

箱根火山群の植生は大観すると，森林，笹原，ススキ

草原に大別され，仙石原の一部や芦の湯附近に小面積な

がら湿原も存在する。植物群落中森林とともに比較的大

ぎな面積を占めているのはハコネダケを主とする笹原の

典型的なものである。，LI体の多くを被う森林はその大部

分がスギ， ヒノキなどの人工林で，天然林は中央火口丘

の神山を中心に最も多く見られ，外輪山には極めて少な

い。

中央火口丘のプナ林は箱根の最高峯神山 (1438.2m)を

中心によく発達し，その南斜面では駒ヶ岳との鞍部(1300

序

箱根火山群は地質学とから見て興味深いところであ

る。そして植物学的にもそのフロラの興味あることが早

くから知られ， 1漬学牧野宮太郎先生を中心として幾多の

方々がこの方面に貢献をつづけた。特に必野重太郎，久

内清孝，清水藤太郎，原虎之助の諸氏などが会員であっ

た横浜植物会も研究に努力を惜まなかった。そして 1913

年に松野重太郎氏は“箱根植物"を著した。松野氏につづ

いては箱根在住の沢田武太郎氏が最も注目すべき研究家

であった。沢岡氏の後をうけた松浦茂芳氏は， 1958年に

“箱根植物誌、"を刊行，今や箱根の高等植物は165科1822

種(亜種，変種を含む)を挙げられるに至った。しかし，

その群落学研究はまだ見るべきものがないといってよい

であろう。著者は北大農学部植物学教室で研究中，舘脇

操教授のすすめにより箱根中央火口丘の森林植生の蹴落

学的研究を思いたち，その指導によって本研究をすすめ

た。ここに舘脇教授に深く謝意を表する。

II. 生植林

1. 
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れるが大{市谷気孔の影響を受けて標高 1200mでとまり，

JJ:[斜而も早雲山硫気孔のため北斜而同様その分布域は狭

い。これらを概括すると中央火口E:の標高900m以上を

ブナ林415としてみとめることがでまる。中央火口JJ:の最

高点は理論的にはプナ林で終るが， リョウブ，アセビな

どの風街型叢林に占められている。なおリョウブは山頂

風街地の他に硫気孔周辺，笹野落から森林'ttr落に移行途
上にも見られるが，而積はきして大きなものはない。ま

た，オオイタヤメイゲツ林は神山と駒ヶ岳との鞍部(1215

m)のやや湿性地に小市積ながら存在する。硫気孔裸地

からプナ林へ，また，笹原やススキ草原からブナ林へ移

行する途上にしばしばアセビ林がよく発達し，特に大好l

谷を中心とした地点にその純林がみられる。プナ林帯下

部がいかなる原生林に占められていたかは現存する天然

林がないので推定することは悶難である。しかし，幸い

なことに松野重太郎氏の箱根植物は箱根町にそミ林の存

在を写真によって示しており，なお現在小田積ではある

が箱根権現実山に神奈川県教委指定の天然記念物ヒメシ

十ラ純林がある o この林は暖者hLll芸林としてのモミ林中

のー林分としてみてよいものであろう。

2. 標準地調査
引時1

森林植生の標準地として， (1)ブナ林， (2)アセビ林，

(3)オオイタヤヅイゲツ林， (4)ヒメシャラ林にそれぞれ

[l.a] [l.b] [l.c] [1.dJ; [2.a] [2.b]; [3.aJ; [4.a] [4.b]を選

んだ。位置は第1[玄lに示んた。

1. プナ林

箱根火IJiAtL特に中央火口丘に現存するブナ林は一般
に樹持|は不良で樹幹の通砲なものが少なく，しばしば下

部より分岐している。樹高は雲寂しげき 1300mあたり

から低くなり，かつ顕著な風衝型をなすところが多い。

プナ林は林床型から見ると，笹型， i窪木型にわけられ

る。このうち笹裂が最も普通で，m落から見れば，ブナー
スズタケ基1'1令叢で代表され，これがj張感相と考察され

る。濯木型は群落から見ると，プナコアジサイ基群業と

プナーハイシキミ基Hf叢とにわけることができる。そし

て神111を中心として笹型は西南斜面に多く，濯木型はf!Ji

:lt斜商(大涌谷に近い斜面)に多く分布する o
ブナ林に対して次の標準地を設定した。[l.a]，[1.biプ

ナースズタケ基昨叢，[l.c]プナーハイシキミ碁群叢，[l.d]プ

ナ-1JI:本群落。

[1.a] (50 X 5) m2プナースズタケ基幹叢

本格状区は神山南南西約700m， 1325 m 3rt，標の西斜而

に設定した。この地の林は風衝のため下部より分岐し樹

高も比絞的低い。林床はスズタケ(梓高1.5~2.0 m)が優

占し，イ也iこ見るべきものはない。本帯状区の林木配分を

表示すると， ):10，2表，図示すれば第2図，また林床植

第 1表 [1. a]待状区樹高階別本数表

Table 1. Number of trees in cach height grade in [1. a] belt.transect 

Height 樹 高 (m)
9 11 12 13 14 15 16 17 Tota¥ 計

Species 樹 種

喝/

P.. Fagus crenata ブナ 1 2 7 3 1 2 2 1 19 

第 2表ー[1.a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 2. Number of trees in each diameter grade in [1. a] be¥t.transect 

DBH 胸高直径(cm)
14 16 18 20 22 28 32 36 44 50 52 56 62 66 Tota¥計

Species樹種

F agus crcnata ブナ 1 2 2 3 1 1 2 1 1 1 1 1 1 19 

第 3表[1.a]常状区林床植物一覧表

Table 3. Cover degree and frequency of the p¥ants in [1. a] belt-transect 

Distance 距 自在(m) 。5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F. C.v. 

Species 椋物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

一一一日 Sa.s，α~-1りU1合urasccns スズタケ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 V 8750 

Schizo}うhrag11lahydrangどoid.凸イワガラミ + +十 E 
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第 2図 [1. a]帯状区プナスズタケ碁群叢

Fig. 2. [1.a] Belt‘transect in forest of Fagus crenata 

IFagus crenata-Sasa jうurpurascensSociation) 

9 

物を表示すれば，第3表となる。

[1. b] (50X5) m2 ブナースズタケ基群叢

神山の西斜面， 標高約 1200mの地点にこの帯状区を

設定した。喬木層はプナによって占められるが，ヒメシ

十ラの中径木もわずかに見られる。林床は[1.a]帯状区

と同様スズタケによって優占される。本群落は[1.a]と

ともに表日本ブナ林の典型的な笹型群落である o 本帯状

区の林木配分を表示すると第4，5表，図示すれば第3図，

第 4表 [1. b]帯状区樹高階別本数表

Table 4. Number of trees in each height grade in [1. b] belt-transect 

Height樹高(m)

Species樹種
9 10 11 13 14 16 17 18 19 20 22 Tota! 計

Fagus crenata プナ 121  

StewartiaηlOnadelpha (S) 
ヒメシャラ 2 1 

Tota! 計 222  1 

2 1 1 121  

2 1 1 121  

13 

3 

16 

第 5表 [1. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 5. Number of trees in each diameter grade in [1. b] belt-transect 

DBH 胸高直径 (cm)

Species樹種

Tota! 6 8 W ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ro % さム
同l

Fagus crenata プナ ・・ 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 13 
Stewartia lIIonadelpha ヒメシャラ 1 1 、1 3 

Tota! 計‘ 1 1 2 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 16 
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第 6表 [1. b]初状区林床植物一覧表

Table 6. Cover degree and frequency of the p!ants in [1. b] be!t-transect 

Distance ~g 聞I(m) 。5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F. C.V. 

Species 楠物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

Skillllllia japonica var. 1百ρ'cns ハイシキミ 2 I 175 

Sasaρ111アllrascens ズスタケ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 V 8750 

PolystichUIIl tntteroJl ジュウモンジシダ 1 . I 50 

Carex ]'0，1[01γ'O'luII カンスゲ + + I 

第 3図 [1. b]待状区ブナスズタケ基群叢

Fig. 3. [1. b] Belt-transect in forest of Fagus crenata 

(Fagus crenata-SasaρUIアur，ωceJlS Sociation) 

また林床植物を表示すれば第6表となる。

[1. c] (50 X 5) m2 ブナーハイシキミ基詳叢

争11山の西北斜而， 標高約1200mの地jh、に本帯状区を

設定した。喬木層はブナに俊占され，胸高直径は 1mを

第 7表 [1. c]帯状区樹高階別木数表

Table 7. Number of trees in each height grade in [1. c] b巴!t-transect

Height樹高 (m)

Species 樹種
8 9 16 17 18 19 Tota! 計

Fagus crenata ブナ

Stewartia 1仰 nadelpha(5) ヒメシャラ

Corl1us COJltroversa (C) ミズキ

ワ
】 1 2 l 

p
h
り

司

ノ

“

市

i

1 1 

1 

Tota! 計 1 つ】 2 1 2 1 9 
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第 8表 [1. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 8. Number of trees in each diameter grade in [1. c] belt-transect 

DBH 胸高直径 (cm)
1~ 18 62 92 114 126 Total 計

Species 樹 種

Faglls crenata ブナ ワ】 1 2 1 6 

Stewartia /Jlonadelpha ヒメシャラ 2 2 

CornllS controversa ミズキ 1 

Total 計 2 1 2 1 2 1 9 

第 9表[1.c]帯状区林床植物一覧表

Table 9. Cover degree and frequency of the plants in [1. c] belt-transect 

Distance 距離 (m)

Speci.es 植物名
V
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Sku川 niajaponica var. repens ハイシキミ 3 3 1 3 

Hydrangea hirta コアジサイ 521  

Pieris japonica アセビ

Hydr.ωzgea scandens ガクウツギ

Clethra barbinervis リョウプ

Rllhus pabnatlls var. coptophyllus 
モミジイ千ゴ

Lindera lllllbellata クロモジ

Ligllstrllln T.δchonoskii ミヤマイボタ

RllbllS hirslltlls クサイチゴ

2

十

1

十

2

十
・

1

+

l

 

ワM 4 5 4 5 4 V 4975 

1 2 十 l 1 V 1375 
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+ 十 十十 JII

十 + + II 
. + I 

1 + + + 1 + 十 V 100 

十 1 十十 十JIl 50 

+ +十十+ 十lV

Auzsuaea apiclllala キッコウハグ 7

Asterag白-atoid，凸 var.Harai f. SaWadaJlllS 
キントキシロヨメナ

Aster dunolアhophyllus タテヤ 7 ギク 十十

Oxaus Acetosella var. japonica 
ミヤマカタノ〈ミ

Pilω Hωnaol ミズ

OsteriCllln Florenti ミヤマニンジン

Aconitllln japoniculn ヤマトリカブト

Lastrど'alaxa ヤワラシダ

Carex lanceolala ヒカゲスゲ

Pleojうeltisussω-iensis var. distans 
ミヤマノキシノブ

Clinopodiuln multicallle ヤマトウノイナ

Viola shikokiana ハコネスミレ

+ + 

十+・+ E

E

I

I

I

-

+
・
・
・
+
・

+
・
・
十

十

+

+
十・

+ 
+ 
十
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十
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I 
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Trachelosperllllllll asiaticuln テイカカヅラ

Schizophrangma hydrangeoides イワガラミ 十 ・ + +・ ]1 

I +十
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第 4図 [1. c]幣状区ブナハイシキミ基群叢

Fig. 4. [1. c] Belt-transect in forest of Fagus crenata (Fagus creJlataー

Skimmia japollica var. repens Sociation) 

越えるものも数本見られるが，比較的下部で分岐するも

のが多い。亜喬木層にヒメシャラ， ミズキがわずかに見

られる o 林床はハイシキミ(高さ約 50cm)が優勢である

が，部分的にコアジサイ(高さ約80cm)が優勢となる。

草本類は調査季節により相当変化がある。本帯状区は秋

期 (10月下旬)に調査したものである。本帯状区の林木配

分を表示すると第7，8表，図示すれば第4図，また林床

植物を表示すると第9表となる。

[1. d] (50 X 5) m2ブナ草本群落

本帯状区は [1.c]帯状区の約500m北方，標高は[1.c] 

帯状区と同様約 1200mに設定した。香木層は比較的樹

高，胸高直径のそろったプナが並ぶ。林床は複雑で潅木

16種，草本29種，蔓茎類4種，計49種を数え不安定な

型をとる。夏期にはトボシガラが多く，秋期にはキント

キシロヨメナが優占する。本帯状区の林木配分を表示す

ると第 10，11表，図示すれば第5図，また林床植物を表

示すると第12表となる。

2. アセビ林

大涌谷硫気孔を中心に早雲山硫気孔と姥子を結ぶ附近

一帯(標高900-1200m)にアセビ(樹高3-6m)の純林

が見られる。また駒ヶ岳の笹原から神山の森林に移行す

る途上にも時に純林が見られる。しかしこのアセビ林に

第 10表 [1. d]得状区樹高階別本数表

Table 10. Number of trees in each height grade in [1. d] belt-transect 

Height 樹 高 (m)
6 12 15 16 17 18 TotaI.計 i

Species 樹 種

Fagus crcnata ブナ 2 8 3 1 15 

Acer palmatum var. Matsumurae (A) 
1 1 

ヤマモミジ

Total 計 1 1 2 8 3 1 16 
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第 11表 [1. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 11. Number of trees in each diameter grade in [1. d] belt-transect 

DBH 胸高直径 (cm)
u w ~ ~ a ~ ~ M ~ ~ ~ Tヨロoムtt al 

Species 樹 種

Tagus creJlata ブナ 2 1 3 1 1 1 3 1 1 1 15 

Acer palmatum var. A1atsulllurae 1 1 
ヤ 7 モミジ

Total 計 1 2 1 3 1 1 1 3 1 1 16 

第四表 [1. d]帯状区林床植物一覧表

Table 12. Cover degree and frequency of the plants in [1. d] belt-transect 

Distance距離 (m)

Species 植物名

Ligustrlll/l TscJwnoskii ミヤマイボタ

SkilllJllia japonica var. repens ハイシキミ

Stewartia川 onade争-ha ヒメシャラ

RubllS pallllatus var. COjりtoρhyllllS
モミジイチゴ

SambUCllS Sieboldiana ニワトコ

Abelia serrata コックバネウツギ

RllbllS illecebrosus ノイライチゴ

Acer palmatllllt var. M atslllllurae ヤ 7 モミジ

PrllnllS incisa マメザクラ

Lindera lllltbellata クロモジ

llex crelllata イヌツゲ

ZantJzoxyllllll 1りtρerltUJJl サンショウ

Vibllrnlllll dilatatu/Jt ガマズミ

Pieris japonica アセビ

Clethra barbinervis リヨ'ウプ

Sasaρωturascens スズータケ

Festuca parviglu/lla トボシガラ

Aster ageratoides var. Harai f. Sawadanlls 
キントキシロヨメナ

Chloranthus serratus フタリシズカ

Elatostellla ll/llbellatu川 var.川ajus
ウワノてミソウ

Ainsliaea acerijolia モミジハグマ

Chamaele deculllbens セントウソウ

Oxalis Acetosella var. japonica 
ミヤマカタパミ

GC/・'anilllJltripartituJ/ι コア』ウロ'
Viola shikokiana ノ、コネスミレ

Laportea ma口・'ostachya ミ:ヤ 7 イラクサ

Pleopeltis llssllriensis var. distans 
ミヤ 7 ノキシノブ

LaJllium humile ヤマジオウ

Polygひnll/Jtdebile ミヤマタニソノミ

O 5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F. C.V. 

5 ill ffi ~ a w ~ ~ ~ ~ 

1 1 2 2 1 十十十+十 V 500 

1 十 1 ワ 2 J1L 450 

1 1 1 + n 150 

+ + 1 旺 50 

1 + I 50 

1 十 I 50 

. 十 十+十 十 JU 

+ + +十十 m
+ + 十 + n 
+ + + + 11 

. 十 . 十 I 

十 . 十 工

十 [ 

. 十 I 

. + 工

+ + + + 十 m

2 2 2 1 1 2 1 1 2 V ill75 

2 1 3 2 2 1 1 + 1 V ill50 
1 1 1 1 十十+十+ V 200 

十++ + 十++ 1 lV 50 
十 1 十十 11 50 

+十十+ 十++十 . LV 
十 十十++ + + lV 
半++ +・十++ lV 
十++ . . 十 . . 十 Jlt 

J . 十 1十十+ + J旺

+ + + + . 十 m 
十+十 十 E 

十十十 + E 

13 
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Viola eizanensis エイザンスミレ

Selaginclla nipponica !J.チクラ 7 ゴケ

13，官chypodiumsylvaticum ヤ 7 カモジグサ

AuりIriumyokoscense ヘビノネゴザ

Galium gracilens ヒメヨツパムグラ

Clinojウodiu1lL 1Ilulticaule ヤマトウパナ
Oplismenus undulatifolius var. japonicus 

チジミザサ
Veronica cana var.l¥1iφteliana クワガタソウ

Veratrum stamineum コノ《イケイソウ

Lastrea totta ミゾシダ

Viola grypoceraes タチツボスミレ

Athyriulll pycnosorum ハクモウイノデ

Athyrium n砂>jJomcum イヌワラビ

Athy円umdecurrenti-alatum シケシダ

Galium Kinuta キヌタソウ

Paris tetraρhylla ツタパネソウ

F. 

旺

H

E

E

E

E

I

I

I

I

-

I

I

I

I

-

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

十

十

+ 

+ -
+
・
+
・

十

+
+
+
 

+ 

十
+
・
+
・
+
+ 

十

+ 

+ 
+ 
+ 

十

・

十

+ 

-
+
+
 

十

植物名Species 

十

Schizoρhragllla hydrangeoidcs 
Rhus ambigua ツタウノレシ

Gynostemllla 1うcntalりhyllulll アマチャヅノレ

Akebia trifoliata ミツバアケビ

50 I 

]l 

I 

I 

+ 
1 + 

+ + + 十+ 
イワガrラミ

十

+ 

第 5図 [1. d]帯状区プナー草木群落

[1. d] Belt-transect in for白 tof Fagus crenata (Fagus crcnata-herb Sociation) Fig.5. 
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は現在所々にスギ，ヒノキの造林地が見られる。

[2. aJ (15)< 3) m2 アセピコアジサイ基群叢

大涌谷と早雲山の両硫気孔のほぼ中間，標高約1230m 

の地点に本帯状区を設定したっほとんど傾斜なく第1層

はアセビが俊占し，比較的大きなアセビが生育する J 地

上30cmで幹径は第 14表のようになるが，樹高は幹径

に関係なくすべて約6mの高さをもち横に広がり比較

的広い樹冠を有する。第2層(高さ約1.5m)としてコア

ジサイが非常によく生育し，林床にもコアジサイ(高さ

約50cm)が多い。またハイシキミがこれに次いでいる。

本帯状区の林木配分を表示すれば第 13，14表，図示すれ

yym崎監

第6図 [2. aJ帯状区アセビーコアジサイ基群叢

Fig. 6. [2. aJ Belt-transect in thicket of Pierω 

japonica (Pieris japo山 ca-Hydrangω

hirta Sociation 

第 13表 [2. aJ帯状区樹高階別本数表
Table 13. Number of trees in each height grade in [2. aJ be!t-transect 

Height 樹 高 (m)
5 6 Tota! 音ト

Species 樹 種

Pieris japonica アセビ 10 10 

Clethra barbinerv山(c) リョウプ 2 】ワ

Stewartia serrata (S) ヒメシャラ 1 2 

Tota! 計 3 11 14 

第 14表 [2. aJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 14. Number of trees in each diameter grade in [2. aJ belt-transect 

DBH 胸高直径 (cm)
4 8 10 12 14 16 18 20 24 Tota! 言ト

Species 樹種

Pieris ja.ρoJlla アセビ

Clethra barbinervis リョウプ

Stewartia selγ'ala ヒメシャラ

1 121  112  

1 ・・・ 1

1 ・ 1

ω

2

2

 
Tota! 計 1 1 1 3 1 2 1 3 14 

第 15表 [2. aJ帯状区下位低木周分布表

Table 15. Cover degree and frequency of the !ower tree in [2. aJ b巴!t-transect

Distance 距 離 (m) O 3 6 9 12 
F. C.v. 

Species 樹 種 3 6 日 12 15 

Hydrang，ω hirta コアジサイ 5 5 5 5 5 V 8750 

第 16表 [2. aJ帯状区林床植物一覧表

Table 16. Cover degree and frequency of the p!ants in [2. aJ be!t-transect 

Distance Ji!g 離 (m) O 3 6 9 12 
F. c.v. 

Species 植物名 3 6 9 12 15 

Hydrangea hirta コアジサイ 2 3 4 3 lV 3100 

Ski川miajaponic.μvar. nアens ハイシキミ 十 1 1 3 2 V 1300 



16 北海道大学農学部邦文紀要

Distance 距離 (m)

Species 植物名
V
 
C
 

F
 

ワ
μ

・lF
D

唱
E

A

i

l

旬
E

9
t
ロ

ρ
0
、
《
ハ
QW汐U 

qυ

、，《曳、
μムり

0

，I《q3J 
Fraxinus Sieboldiana コノぜ/ト不リコ

Ligustrulll n、chonoskii ミヤマイボタ
+ I 

I + 

Lastrω glanduligera ハシゴシダ ・ 1 1 + J11 2ω 

Blechnulll nipponiculll シシガシラ + ・ ・ + JII 100 
Carex Fernaldiana イトスゲ ・・・+ 1 JI 100 

Brachypodiullι毛ylvaticum ヤ7 カモジグサ十 ・ ・ ・ ・ I 

Rhus ambigua ツタウ Jレシ

Trachelo宅permumasiaticum テイカカヅラ

+ 1 II 100 

+ 1 

ば第6図，また第2層および林床植物を表示すれば第15，

16表となる。

[2. b] (25X3) m2アセビ(トウゴクミツバツツジ)ーコア

ジサイーヒメイワカガミ基群叢

本帯状区は冠ケ岳の北西，標高 1200m，北聞の比較的

急斜地(約 300)に設定した。本帯状区は3層から成り，

第 1層(高さ 3-4m)にはアセビが多いが，トウゴクミツ

バツツジも相当数混生する。林床は2段となり上部はコ

アジサイ(高さ約80cm)が優占する。一般に斜面急とな

り土壌深度の浅いところではトウゴクミツバツツジが多

くなる。本帯状区の林木配分を表示すれば第17，18表，図

示すれば第7図，林床植物を表示すれば第 19表となる。

3. オオイタヤメイゲツ林

神山には各所にオオイタヤメイゲツが散生するが，駒

ヶ岳との鞍部に小面積ながら純林が見られる o

[3. a] (50X5) m2オオイタヤメイゲツジュウモンジシ

ダ基群叢

本帯状区は前述の神山，駒ヶ岳の鞍部{標高1210m)， 

傾斜なくやや湿性地に設定した。第 1層はオオイタヤメ

ハ(ぐ主今~ν3t 民ζわ

(9科胡以わなフに~や)

一一-Pieris japonica ...... Rhododendron 

第7図 [2. b]帯状区アセビーコアジサイー

ヒメイワカガミ基群叢

Fig. 7. [2. b] Belt-transect in thicket of Pieris 

japonica (Pieris japonica-Hydrang，ω hirtaー

Shortia soldanelloid，ωvar. 

ilietfolia Sociation) 

第 17表 [2. b]帯状区樹高階別本数表

Table 17. Number of trees in each height grade in [2. b] belt-transect 

Height樹高 (m)

Species樹種
2 3 4 5 Total 計

I主erisjaponica アセビ

Rhododendron Wadanum トウゴクミツノイツツジ

Cornus KOllsa ヤマボウシ (Co)

Clethra bar仇nerVls リョウプ(c)

7 27 2 

3 13 1 

po
々
d

可
よ

'
i

qυ

噌

i

Total 計 55 3 21 29 2 
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第四表 [2. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 18. Number of trees in each diameter grade in [2. b] belt-transect 

DBH 胸高直径 (cm) Total 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 15 

言十Species 樹種

Pieris jaρonzca アセビ 14693  4 1 2 1 2 1 2 

Rhododendron nノ"ad.υnU/JL
5 12 

トウゴクミツパツツジ

Cornus Kousa ヤマボウシ 1 

Clethra barvinervis リョウプ 1 . 

Total 計 5 13 4 6 9 3 4 1 3 1 3 1 2 

第 19表 [2. b]帯状区林床植物一覧表

Table 19. Cover degree and frequency of the plants in [2. b] belt-transect 

Distance 距 離 (m) O 5 10 15 20 
F. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Hydrangω hirta コアジサイ 3 3 2 4 4 V 

Skim/JLia jatonica var. r~ρens ハイシキミ 2 + 十 V 

Pieris jatonica アセビ 1 十 n 
Sorbus commixta ナナカ 7 ド 十 十 11 

Vaccinium Smallii var. glabrul/t スノキ 十
"叫
I 

Lindera umbellata クロモジ 十 I 

Shortia soldanelloides var. iliCifolia ヒメイワカガミ 3 4 】ワ 5 5 V 

βlechnu/JL nittonicum シシガシラ 1 1 つ日 + IV 

Lastrea glanduligera ハシゴシダ + + 十 十 lV 

BrachYlりodiu/JLsylvaticum ヤマカモジグサ 十 + J11 
Paris tetraρhylla ツクノぜネソウ + I 

Patrinia triloba var. gibbosa コキンレイカ + I 

RhllS al川 十 + + m 
Tr伊terostermllllljaρOJlICUJJI ツノレリンドウ 十 I 

S/JLilax Chin<l サノレトリイバラ + I 

第 20表 [3. a]待状区樹高階別本数表

Table 20. Number of trees in each height grade in [3. a] b巴It.transect

Height 樹 高 (m)

36 

17 

1 

1 

55 

C.v. 

4350 

550 

100 

5850 

550 

5 6 7 8 9 Total 計
Species 樹 種

Acer Shirasawanum オオイタヤメイゲツ 1 6 11 1 19 

Stewartia monadeltha ヒメシャラ (S) 2 1 3 

Ellonymlls Sieboldianus マユミ (E) 1 1 

Total 計 1 1 8 12 l 23 

17 
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第 21表 [3. a]帯状区胸高直径階別本数表

Number of trees in each diameter grade in [3. a] belt-transect Table 21. 

Total 
計

26 
胸高直径 (cm)DBH 

40 

Acer ShirasawanulIι オオイタヤメイゲツ

Stewartia川 onadelpha ヒメシャラ

Euonylllus Sieboldianus "7ユミ

山口

3

1

1 

32 

2 

30 

2 

28 

2 

24 

4 

22 

2 

20 

-
E目
晶

唱

目

目

鼻

咽

Eム

16 

2 

14 

1 

2 

10 

1 

種樹Species 

23 1 2 2 1 2 4 2 3 2 3 1 計Total 

第22表 [3.a]帯状区林床植物一覧表

Cover degree and frequency of the plants in [3. a] belt-transect Table 22. 

。!
5

Q
リ
、
{
内

J

に
d
h
F

ムハ
U

ヮ“、
t
n
t
u

nu--FD 

O
白
、

t
つμ

離 (m)Distance ζ
υ

・
(
内
リ

4
i
F
U
 

内
り

h
y
h
F
b

d
a
τ
1
1
4
d
4
1
 

5
!
0
 

3
守

t
4

F
h
d
i
i
A
り

'
A
、

4

ワ
ム。!5

，E4
{
t
'
E
A
 

5

1
日

o
t
5
 

自巨
C.V. 

Lonicera gracilipes ウグイスカグラ

Rubus illecebrosus ノぜライチゴ

Ligustrullt Tschonosku ミヤマイボタ

219 

63 

F. 

I

R

E

 

十2 

植物名Species 

+ 
十

十1 

+ 

Festucaρarviglullla トボシガラ

Veratrullt stamineullt コパイケイソウ

Polystichullt trijうtel・on ジュウモンジシダ

Potentilla ccntigrana ヒメヘビイチゴ

Isodon umbrosus ヤ 7 イヌハッカ

Cirsiullt effusullt ホソエノアザミ

GeulIιjaponicullt ダイコンソウ

C haJllaele decul/!bens セントウソウ

Selaguzella niPponica タチクラマゴケ

Pοlygonullt debile ミヤマタニソノて
Elatostema ulltbellatullt var. 1Ilajus 

ウワノ〈ミソウ

-L
【

b

n
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Q
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十
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E

旺

E
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十

十

十
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十

十

十

十

十
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-
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十
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十

十

十

-

十

+

十

十
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十

+ 
十

+ 

十

十

十

+ 

十

十

+ 

+ 

Carex Maxunowiczii ゴウソ

PleiJpeltis ussuriensis var. distanヲ
ミヤマノキシノブ

Plantago asiatica オオノ、コ

Lajりorte，日川acrostachya ミヤマイラクサ

Polygonullt filifol川 C ミズヒキ

Blylkiniaふhlltidtii ホガヱリガヤ

rlthyriuJll yokoscense ヘビノネゴサ

Stellaria diversiflora サワハコベ

Sanicula chinensis ウ7 ノミツノミ

Geran叫 JIltr伊'arlitullt コフウロ

CIUlOpodiullt multicaule ヤマトウパナ

Aconitullt japonicullt ヤマトリカプト

Polygonatullt jalcatullt ナノレコユリ

Brachypodiulll司じylvaticulll ヤマカモジグサ

GaliulIt gracilens ヒメヨツパムグラ

十

+ 

188 

* 

]l l 1 1 

帯状区の中央15-25mの聞は林床が破壊されているため除外した。

イワガラミSchizolうhragl/lahydrangeoid，凸
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サゆ~~什川馴すψ

¥----._-

第 8図 [3. a]待状区オオイタヤメイゲツージュウモンジシダ基群叢

Fig. 8. [3. a] Belt.transect in forest of Acer Shirasawanum 

(Acer Shirasawanum-Poら!sticlzulIIt門戸teronSociation) 

イゲツ(樹高約3m)が優占し， ヒメシャラ，マユミをわ

ずかに混生する。本帯状区の中央を林道が通るため林床

は荒れているが，周囲の状態から見て，シダ型の森林と

推察LH来る c 林床の現況はトボシガラが優占し，部分的

にジュウモンジシダ，コパイケイソウが優勢である。本

帯状区の林木配分を表示すれば，第20，21表，図示すれ

ば第8図，また林床植物を表示すれば第22表となる O

4. ヒメシャラ林

駒ヶ岳の南麓，芦の湖畔にfEる箱根権現の裏山，:iffi称

権現の森にはヒメシャラの美林があり，昭和25年神奈川

県教育委員会より天然記念物として指定された。標高約

760m，南向きの傾斜地(約 15
0

)，基底は安山岩である。

香水層はヒメシャラのみに占められて 100本近く林11:す

る。

[4. a] (25X5)m2 ヒメシャラハコネダケ基群叢

本帯状区は前述の天然記念物指定林分中に設定した。

第 1層け、ヒメシャラのみで樹高，胸高直径ともによくそ

ろい，第2層はハコネダケ(梓高約2m)が優占し，群落

としてはヒメシャラハコネダケ基群叢で代表される。

比較的林冠うっぺい度が低いため，第2層にj窪木類が多

くみられる。本帯状区の林木配分を表示すると，第23，

24表，図示すれば第9図，第2層および林床植物を表示

第23表 [4. a] 帯状区樹高階別本数表

Table 23. Number of trees in each height 

grade in [4. a] belt-transect 

Height樹高 (m)
l
 
a
 
t
f
 

h
言

au 

'
E
A
 

に
dI
 

A
せ
'
E
4
 

qδ 
'
i
 Species 樹種

Stewm・'lia川 onadelpha
ヒメシャラ

1 3 5 2 11 

第24表 [4. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 24. Number of trees in each diameter gracle in [4. a] belt.transect 

DBH 胸高直径 (cm)
26 23 30 32 36 33 40 42 54 Total 計

Species 樹種

11 Stewω-tia lIlonadelpha ヒメシャラ 1122  111  

第25表 [4. a]待状区下位低木屑分布表

Table 25. Cover degree ancl frequency of the lower tree in [4. a] belt-transect 

Distance 距 離 (m) 。 5 10 15 20 
F. C.v. 

Species 樹 種 5 10 15 20 25 

Arundinaria vaginata ハコネダケ 5 3 1 3 4 V 4600 

Acer palmatu/ll var. !11atsumurae ヤマモミジ 1 2 m 550 
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Distance A巨 離 (m) O 5 10 15 20 
F. c.v. 

Species 樹 種 5 10 15 20 25 

TOIγ'eya nucifera カヤ 2 ]I[ 550 

Prunus incisa マメザクラ 1 1 ll[ 300 

Lindera umbellata クロモジ 1 + 1 十 lV 200 

Zantho.rylu 111ρiperitullt サンショウ + Jl 100 

Cornus Kousa ヤマボウシ 1 十 E 100 

Callicarpa 1Ilollis ヤプムラサキ + 11 100 

Ligustrum obtusifolium イボタノキ 1 工 100 

Clethr・'llharbinervi5 リョウプ 1 I 100 

Styrax japonica エゴノキ 1 [ 100 

第 26表 [4. a]帯状区林床植物一覧表

Table 26. Cover degree and frequency of the plants in [4. a] belt-transect 

Distance Ae 離(m) 。 5 10 15 20 
F. C.v. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Arundinaria vaginata ハコネダケ 5 3 1 4 2 V 4850 

Skillllllia japonica var. repen5 ハイシキミ 3 3 1 2 lV 1950 

Rubus illecebrosus ノぜライチゴ + 1 一11 100 

Rubus talmatus var. coptoJらhyllus モミジイチコJ 1 十 1I 100 

Torreya nucifera カヤ ート + + JI[ 

Morus bombycis ヤ7 グワ 十 十 旺

Lindere umbellata クロモジ 十 I 

Acer talmatulIl var. !vfatsumurae ヤマモミジ 十 [ 

Prunu 5 inCIsa '?メザクラ 十 I 

Boenninghausenia japonica '?ツカゼソウ 十 十 十 1l[ 

Diψorum ses5ile ホウチャクソウ 十 + 旺
Viola glypoceras lJ.チツボスミレ + 十 11 

Oplismenus undulatifoliu5 ケチジミザサ 十 十 11 

(、arρesiulltrosulatullt ヒメガンクピソウ 十 I 

Sanicllla chinensI.l ウ7 ノミツノイ 十 I 

Rubia Akane アカネ 十 I 

Paederia scandens ヘクソカヅラ 十 十 十 + lV 
Schizophragma hydrangeoide:、ィワガラミ 十 十 十 ]1[ 

Akebia trifoliata ミツノマアケビ + 十 立

Dioscorea japonica ヤ"</イモ 十 I 

Celastrlls orbiculatus ツノレウメモドキ + I 

Gynostelllllla pentaphyllulll アマチャヅノレ 十 I 

Dioscor印 Tokoro トコロ 十 I 

Trachelosperlltllllt asiaticlllIt テイカカヅラ 十 I 
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すれば第25，26表となる。

[4. b] (25X5) m2 ヒメシャラツゲ基群叢

本帯状区は前記[4.a]帯状区の約50m南，いくぶん沢

筋にあたる斜面に設定した。第1層は前記帯状区と同様

よくそろったヒメシャラが林立するが，斜面下部にミズ

第9図 [4.a]帯状区ヒメシャラーハコネダケ基群叢

Fig. 9. [4. a] Belt-transect in forest of Stewartia 

川 olladelpha(Stewω.tia lJlolladelphaー

ArUlldinaria vaginata Sociation) 

ヰを一本混生する。林床はツゲによって優占されるが，

一部ツゲの少ないところはノ、イシキミによって被われる。

この林分はヒメシャラ林の湿地型と考えられる。本帯状

区の林木配分を表示すると第27，28表，図示すれば第10

図，また林床植物を表示すれば第29表となる。

第 10図 [4. b]帯状区ヒメシャラツゲ基群叢

Fig. 10. [4. b] Belt-transect in forest of Stewartia 

川 olladelpha(Stewartia JIlonadeかha-Bu.rus
microphylla var. japonica Sociation) 

第 27表 [4. b] 帯状区樹高階別本数表

Table 27. Number of trees in each height grade in [4. b] belt-transect 

Height樹高 (m)

Species樹種

Stewartia川 ollade争ha ヒメシャラ

CornllS controvers，α ミズキ(c)

Total 計

9 14 15 16 17 18 

1 5 3 1 

5 3 1 

第28表 [4. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 28. Number of trees in each diameter grade in [4. b] belt-transect 

DBH 胸高直径 (cm)
14 30 34 36 38 42 44 50 

Species 樹 種

Stewartia Illonadelpha ヒメシャラ 1 2 3 2 1 1 

CornllS controv町川 ミズキ 1 

Total 計 1 1 2 3 2 1 1 1 

Total 計

11 

1 

12 

Total 計

11 

1 

12 
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第 29表 [4. b]神状区林床植物一覧表

Table 29. Cover degree and frequency of the plants in [4. b] belt.transect 

])isance 距離 (m)

Species 植物名

o 5 10 15 20 
F. C.V. 

5 10 15 20 25 

Buxus micnορhylla var. ja}りOlllca ツゲ

Skimmia japonica var. reρellS ハイシキミ

Arundinaria vaginata ノ、コネダケ

Lind，的.aumbellata クロモジ

Rubus palJllatus var. coρtophyllus モミジイチゴ

Acer pallllatu/ll var. 1I1atsuIIlurae ヤマモミジ

Callicar}りa1Il011is ヤプムラサキ

To門-eyallUCφra カヤ
Ligustrum Tschonoskii ミヤマイボタ

Rosa Luciae var. fuji:叫 nensls フジイバラ

l110rus !;ombycis ヤ 7 グワ

Viburnum dilatatum ガマズミ

Rhus trichocarpa ヤマウノレシ

Zelkova serrata ケヤキ
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Rubia Akalle アカネ

Aster ageratoides v立r.ovatus /コンギク

Viola Bisseti ナガバノスミレサイシン

Pleopelti.'、Onoei ヒメノキシノブ
Carpesiullt rosulatulll ヒメガンクビソウ

Otlismenus undulal!folius ケチジミザサ
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Resume 

Mt. Hakone is not only a famous place from the 

view point of volcanology but also an interesting one 

from the botanical side. 1t has been botanized by 

many students since the end of the last century. The 

flora has been precisely studied and many plants have 

been described. Lists of higher plants were published 

respectively by J. Matsuno in 19日， anrl S. Matsuura 

in 1958. However， it is very strange that no syn-

ecological survey of the area unrler consideration has 

yet been carried out. The present study was under-

taken from 1957 to 1959 under the direction of Prof. 

M. T ATEWAKI. 1t is summarized as follows: 

1. The vegetation of Mt. Hakone is generally 

gronpecl as the Arundinω-ia vaginata， the Misc，αnthus 

vegetation while a part of the last one shows 

primary physiognomy. 

2. The primary forests are mostly found on the 

central cone and a few forest of them remain on Mt. 

Kintoki ancl Miknni in the somma rings. 

3. Th巴largestarea of primary forest is to be fonnd 

on Mt. Kamiyama where a Japanese beech forest is 

developecl. 

4. The present beech forest is fonnd at over 900 m 

above sea level but not is found in the vicinity of 

Owakuclani owing to the vo¥canic activity. 

5. Two forest types， represented respectively by 

Sasa and Skil/llllia occur in the physiognomy of the 

uncler layer. The Sasa type is well developecl in 

general. 

6. 1n the beech forest zone， the Pieris japonica 

thicket and the Acer Shirasawanul/l forest occur to 

a limitecl extent. 

7. The Pieris japonica thicket is found only around 

the solfatara. 

8. The Pieris japollica-Rhododendron Wadanulll 

sociation occurs on steep slopes while the Pieris 

japonica-HydraJlgea hirta-SkiJlllllia japonica var. 

reρens sociation on rather flat places. 

9. The Acer ShirasawanulIl forest is very locally 

found and seems to be representecl by the A印 r

Shirasawω山川-PolystichulIltntteron sociation. 

10. The forests of warm temperate trees have been 

almost entirely destroyed. Only one五neStewartia 

lIIonadelpha grove has b巴enfortunately preserved 

behincl Hakone shrine. 1t stancls at the altitucle of 

abont 800 m. The Stewartia I/lonadelpha-Al百ndina-

ria vaginata sociation is common， but sometimes 

the Stewartia 川onadelpha-Buxusmicrophylla var. 

the forest communities. Among them， the former japonica sociation is founcl. This forest may b巴long

and two communities belong mostly to the seconclary to the Abies jirJlla.zone. 
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